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Wie-比輸のさまざまな働き ヘルダーリンの悲歌
『デ、イオーティマを思うメノーンの嘆きJ
保坂直之
Die verschiedenen-Wirkungen des Wie-Vergleichs in Holderlins Elegie 
((Menons Klagen um Diotima)) 
Naoyuki HOSAKA 
Von 1799 bis zum Sommer ] 800 entstanden die Elegie Menons Klagen um Diotima und die hexametrische Hymne 
Der Archipelagus. ln der zweiten Halfte des Jahres 1800 erschien die erste der von Pindar inspirierten Hymnen陥'e
wenn am Feiertage…. ln Frankfurt schrieb Holderlin viele grosartige Elegien und antike Oden nach dem Juni 
1800. ln diesen paar Jahren nach dem Abschied von Susette Gontard， wo seine Spatwerke erst entstanden， 
beschaftigte er sich intensiv mit diesen Dichtungen， und dabei benutzte er verschiedene Dichtungsformen. 
In der Interpretation der Elegie Menons Klagen um Diotima habe ich versucht， die Dichtungsart und den StiL 
besonders die Art des Wie-Vergleichs， der auch in anderen Werken in dieser Zeit haufig gebraucht wird， zu 
erlautern， damit man den Hintergrund der komprimierteu， spannungsvollen Ausdrucke von Holderlins Spatwerk 
erfassen kann. Der Wie-Vergleich besteht aus dem Image， das nach der Konjunktion wie steht， sowie aus dem mit 
diesem Image verglichenen Bestandteil. 1m Wie-Vergleich dieser Elegie wirken die beiden Bestandteile interaktiv， 
aber diese lnteraktion der Bilderぬhrtnicht zur scharfen Verbildlichung des verglichenen Gegenstandes. Bei 
Holderlin hat der Vergleich vielmehr den Zweck， das Reale und das ldeale zu verbinden. 
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悲歌『エレギ~(Elegie)j]と、その決定稿である『デ、イオーティマを思うメノーンの嘆き(MenonsKlagen 
um Diotima) j]、あるいはヘクサーメターの詩行を連ねた、古代ギリシア世界を舞台にした叙事詩的な大作
『多島海(DerArchipelagus)j]等は、彼がホンブルクにいた 1799年から 1800年夏頃にかけての、ほぼ同時
期に成立したと推定される。最初のピンダロス風讃歌『あたかも祭りの日のー・(Wiewenn am Feiertage...)j] 
は 1800年の後半に書かれ、翌 1801年始めに彼がスイスのハウプトヴィルに立つまでのフランクフルト時
代において、『野外へのerGang 仙台 Land)j]や『シュトワットガルト(Stuttgart)j]などの悲歌の大作が立
ち上げられ、また、そうした詩作と並行してさまざまなオーデが書かれている。ホンプルク時代のへルダー
リンはまた、悲劇IJ~エンペドクレスの死』や、未完の断片に終わった美学・哲学に関する諸論文に取り組ん
でいるD ズゼッテ・ゴンタルト SusetteGontard(1769・1802)との悲恋を経験した後の、世紀の変わり目前
後のへルダーリンの詩作活動は、さまざまな詩型、ジャンルを駆使した活発さが特徴である。こうした広範
な仕事振りの中から、自由韻律讃歌という、へルダーリン独自の様式が生じてくる。
ボルドー滞在期前後に彼が取り組んだ『パトモス(patmos)j]や『唯一者のerEinzige) j]などの自由韻律
讃歌の、言葉少なく、緊張感のみなぎる文体と比べると、ホンブルク時代のエレギーは能弁である。そうし
た文体的な印象の出所を、『デ、イオーティマを思うメノーンの嘆き』を調べつつ明らかにするのが本論文の
目指すところである。特に、この詩の中でも多用される wie-節を比喰イメージにした直喰の表現のありょう
を分析することは、単なる修辞法の観察に留まらず、祖国的讃歌を成り立たせている詩人の発想の根元に触
れることになろう。
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(第 1詩節:V. 1-14) 
来る日も来る日も私は家を出て、いつも違った場所を探す、
とうにこの国の道は全て問いただしてしまった、
涼しい丘の上も、木陰も、泉も、
私は全て訪れた、霊は登り下りしながら、
休みたいと願いながらさまよい、傷ついた獣は森に逃れる、
いつもなら真昼でも暗がりでは安らげたはずの森の中に、
けれども緑のねぐらに横たわっても、心は生気を取り戻すことはなく、
嘆きながら、まどろみもせず、心の痛みに駆られて獣はあたりをさまよう.
光の暖かみも、夜の冷気も無力で、
波立つ河流に傷を浸しても空しい.
大地から悦ばしい薬草を受け取っても効き目はなく、
沸き立つ血潮はし、かなるゼピュロスも鎮められない、
愛する者たちよ、私もこの獣のようであると思えてならない、
私の額から悲しい夢を取り除いてくれる人は、誰もいないのではあるまし、か?1) 
第 1詩節は、「傷ついた獣(dasgetroffene Wild)J (v. 5)に「私J(v.1)をなぞ、らえ、「私J、つまり「ディオ
ーテイマ」を失った苦しみを嘆く「メノーン」の心痛の深さを形象化した部分である。第 1稿の『エレギー』
に手を加えて、「私」には「メノーン(i待つ人Jの意味 2)J というギリシア名がつけられているが、この名
が登場するのはタイトルだけである。「ディオーティマ」も本文中に 1度登場するだけで(第 3詩節最終行)、
これ以外の場所では duiあなた」で呼びかけられている。「メノーン」と「ディオーティマ」の物語という
よりも、 ichとdu、つまり、ヘルダーリンとズゼッテ・ゴンタルトとの現実の恋愛に根差した悲歌であると
いう印象は拭い去り難い。ゴンタルト家の家庭教師の職を辞した後も、へルダーリンはへッセン・ホンブル
ク方伯の参事官であった友人シンクレーア Isaakvon 8incl出r(1775・1815)を頼って、フランクフルト郊外
のホンブルクに留まっている。 GerhardWo1fの小説『かわいそうなへルダーリン(Derarme Hりlderlin)~
では、ヘノレダーリンが徒歩でフランクフルトのズゼ、ッテを訪れる場面が描かれているが 3)、現存するズゼ、ツ
テ・ゴンタルトの手紙にも、遠くから互いの姿を見るだけの月に一度の待ち合わせや、家人の目を盗んでヘ
ルダーリンがズゼッテの部屋を訪問したらしいことなどについて記されておりの、ホンブルクから片道 3時
間もの道のりを、傷心の詩人が徒歩で往復していたのは事実のようである。ひたすら山野を歩きまわる「私J
のさまは、現実の体験の描写であろう D
野の道をさまよう「私Jの描写は、 5行目の soを介して「傷ついた獣jの比喰形象に移行する。獣のイメー
ジに導かれた詩行は 12行目まで続き、 13行目の 80で再び苦しみから逃れ得ない獣に「私jがなぞらえられ
る。詩節の構成は徹頭徹尾「私Jと「傷ついた獣」を対比させる発想、に基づいている。第 11詩行の wieに
始まる 2行を比輪イメージとした<wie"-'so... >の関係からなる直喰の表現が詩節の後半にあるが、 wie-節
を伴わないものの、 5行自の soもくwie"-'so...>関係の発想、に基づいている。つまり、表面的にWle-節の構
文をとらなくても、悲歌冒頭のこの 14行の全体はくwie"-'so...>関係の発想、に貫かれた「大規模な直喰J5) 
である。傷ついて森の中に逃れる「獣Jのイメージが詩節の大半に渡って展開されているため、この比日食形
象は比日食の対象である「私」のありょうを再現するために働いているだけには見えず、また、表面的には直
輸の構造が見えにくいためにいっそう「比日食するもの」と「比輸されるものj の表現上の役割分担は見えに
くくなっている。「私」がさすらうのと同様に、「獣」も野の道をさすらっているのだし、「獣Jの傷が深刻j
であるのと同様に、「私」の心の傷も深いと言っているのである口比喰イメージによって比喰される対象を
なぞらえるのではなく、そのそれぞれの要素を対等のものとして、相互に影響を及ぼしあうことで、さすら
う詩人と獣のイメージをオーバーラップさせる効果を、この 14行における見えざる直輸は上げている。
多用されるへルダーリンの wie-節を用いた直喰表現の特徴を、比輪対象を再現するものとしての比喰イメ
ージの役割の停止、つまり対等にされたこの二つの要素の相互作用に見ることは可能だろうか。続く第 2詩
節でも、明暗の対立関係を軸にした構成をとっているように見えるが、詩想、は絶望と希望の共存という発想、
にあり、ぶつかりあう対立要素の相互作用を詩の内容の面で見ることができる。
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(第2詩節:V. 15-28) 
そうなのだ、汝ら死の神々よ、ある日汝らが誰かを捕らえ、
自由を奪われたその男をしっかりと掴まえて放さなかったとしたら、
汝ら悪しき者たちが、その男を恐るべき夜に引きずり降ろしたとしたら、
出口を探しても、逃れようとしても、腹を立てても、
あるいは辛抱強く恐ろしい呪縛の中に住み、
微笑みながら、汝ら死の神々の醒めた歌を聴いたとしても、もう手後れだ.
そうなるのが定めであるならば、救いのことは忘れ、息をひそめてまどろむべきだ!
けれどもおまえの胸のうちに、ある調べが希望とともに沸き上がる、
わが魂よ、いまだにおまえにはその希望の響きがし、ぶかしく思え、
鉄の眠りの中で夢見ているのか!
私は祝祭の時にあるのではないが、それでも髪を飾りたい、
私は孤独ではなかったのか? それなのに何か親しげなものが
遠くから私に近づいているのに違いない、私は微笑んで驚かずにはいられない、
悲しみのさなかにあっても、いったいなぜこんなにも幸せでいられるのかと 6)
詩節の最初の 6行は、「傷ついた獣Jが苦しむさまの前節のH齢、イメージを引き継いで、ひとたび捕らえら
れれば、「死の神々」からはどんなにもがし、たとしても逃れることはできない、という内容である。この 6行
は一つのセンテンスで、詩節冒頭の形式主語を規定する zu不定詞句が 20行目まで列挙されているが、間
にwenn-節を挿み込んで引き伸ばされた息の長い文における連呼の語調は、内容面での陰惨な暗さとは裏腹
の、感情の高まりを反映しているかのようである。内容と語調とのこの微妙なずれは、暗闇と明るさ、絶望
と「救しリ(双21)という対立項の共存を暗示するので、第 21詩行の「救いを忘れよ」という悲痛な叫びも、救
いへの予感がともに織り込まれているかのように複雑に響く。こうした複層的な響きが、第 22詩行以下の、
暗から明への詩想、の急激な転換を準備しているかのようである。
Aber仇22)以下は、絶望のさなかにある詩人の胸に、希望とともに沸き上がってくる「ある調べ(einLaut)J 
(v. 22)、「親しげなもの(einFreundliches)J (v. 26)への言及である。「恐るべき夜(dieschaurige Nacht)J (v. 
17)に引きずり込まれている詩人がいぶかしく，思っているのは、絶望の真っ只中でも幸福の日々が生き続け
ていることである。この詩節における第 22詩行以下の詩想の転換は唐突だが、その急激さによっても暗示
されるのは、絶望が時間的経過をとって徐々に希望に変ずるという着想のもとにこの悲歌が成り立つのでは
なく、「悲しみのさなか(mittenim Leide)J仇28)においても同時に希望が持続しているということ、つまり、
絶望と希望が共存することに気づき、絶望の中に希望を見出すとしづ発想に内容面での眼目があることであ
る。
絶望と希望を重ねあわせてオーバーラップさせる、とうした着想そのものが直輸という方法に通じている
とも言えよう。比日食される対象と、比日食のイメージとに共通する、いわゆる比較の第三項が必ずしも自明の
ものでなくても表現が成り立つというととが、隠、輸と比較した時の直輸の特徴である。比日食される対象と比
輸のイメージが、本来全く共通点のない異質なもので、あったとしても、それらが直接に結び付けられ、重ね
あわされた後で共通点が生れる、ということが、直輸という形式ではありうる。絶望の日々と希望の日々を
時間的経過を追うようにして描き分けるのではなく、 一つの時の中に重ねあわせて見ることにへルダーリ ン
のメッセージがあるのだとしたら その詩想を表すためには直輸的発想の表現が好適なはずである。
この第 2詩節で目立つのは、「醒めた歌(dasnuchterne Lied)J (v. 20)や「鉄の眠りの中で(imeisernen 
Schlaf)J (v. 24)7)などのシラ一風の短い隠輸である。直輸は修辞としてよりも、第 1詩節同様、発想、として
詩の内容的な着眼を支えていると言える。第3詩節では、傷ついた詩人が歩みながら第 1詩節で眺めたのと
向じ風景が、「愛の光ιichtder Liebe)J (v. 29)に照らされて全く違った様相で目に映る驚きに始まる。
(第3詩節:V. 29-42) 
愛の光よ! 金色の光よ! あなたは死者のためにも輝くのか、
明るかった時代の光景よ、私が陥っている夜を照らしてくれるのか?
愛らしい庭園、夕焼けに赤く照る山なみ、
そして林の中で静まりかえる道よ、汝らを歓迎しよう、
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天上の至福の証人たちよ、あの時代、私にしばしば
祝福の眼差しを注いでくれた、汝ら気高い眼差しの星たちよ!
愛しあう者たち、五月の日の美しい子供たち、
すなわち物静かなパラよ、あるいはユリの名を、私はいまだにしばしば呼ぶ!
確かに春は過ぎ去って行き、一年は他の一年を追いやり、
入れ替わり、争いあう.このように時は死すべき者のはるか頭上では
激しく過ぎ去っていくのだが、至福の目には別のありょうが見える、
愛する者たちにはもう一つの命が与えられていたのだ.
なぜならば星々の日々と年々の全ては、
ディオーティマよ! 私たちの周りで、親密に永遠に一つに結ばれていたからだ 8)
詩節の 8行目まで連呼される自然の諸景物は擬人化され、幸福で、あった時の姿を取り戻して詩人に迫って
くる。詩人による「天上の至福の証人たち(Zeugenhimmlischen Gluks) J (v.33)への休みない呼び掛けの中
で、「物言わぬ道(schweigendenPfade)J (v. 32)、「気高い眼差しの星たち(hochschauendeSterne)J (v. 33) 
などの動名詞による形容が描写される風景を生動させ、流動的な悲歌のリズムは最大限に高まる。「愛の光
(Licht der Liebe)J (双 29)を浴びて、いっせいに生きて動き始めた自然に相対して、詩人は苦しみの時の中
に至福の時代がありありと生きているのだということに気づく。第 3詩節は、この悲歌の内容的な核心を表
している部分である。美しい季節も確かに激しく、あっという聞に過ぎ去っていくが、ディオーティマとの
愛に導かれた「至福の目(seeligenAugen) J (v. 39)には、時は過ぎ去って消えていくものではないことが、
すなわち全ての時が現在の中に親密に折り重なって生きていることが見える、というのが詩人の主張であ
る。42行目の「永遠に(ewig)J という語は、あらゆる場所における「日と年の全て」が過去だけでなく未来
を含めた全ての時であることを示していよう。
「今よりも明るかった時代(hellererZ白t)J(v. 30)を具象化する形象として働く詩節冒頭の風景描写や、「死
すべき者の頭上(Ubersterblichem Haupt)J (v. 39)、「至福の目(seeligenAugen) J (v. 39)などの短いメタフア
ーなどを駆使して、現在における至福の過去と死の暗閣の共存、という詩想に実感と説得力を与えることを
詩人は試みる。第 35・36詩行で、「物静かなパラ(st辻leRosen)Jを「愛しあう者たちιiebenden)Jや「五
月の日の美しい子供たち(schonenKinder des Maitags)Jという表現に置き換えているが、イメージを先行
させてトピックであるパラを後置するのは典型的なヘルダーリンの文体である。「五月の日の…」のイメー
ジはこれだけでもバラを指示すると認識できる自明の隠喰だが、「愛しあう者たちJはパラをめぐるイメー
ジを連呼する文脈の中でその指示関係が明らかになる比除イメージである。詩人はあ.らゆる喰法を駆使し
て、悲歌の最重要部であるこの詩節を描き込むが、詩想、は当然のごとくまばゆい金色の「愛の光」と、「死
者たちj の「夜」の暗闇との、また荒々しく飛び、去っていく時と、永遠の現在としての時との対比関係を軸
にしており、異質な要素を結び付けることによって強調されるコントラストに、詩の表現力は委ねられてい
る。
(第4詩節:V. 43-56) 
けれども私たちは、満ち足りてともに歩む、まるで愛しあう白鳥たちのように、
湖のほとりで安らいだり、波に揺られながら水底を、
銀色の雲を映し、エーテルの青を水面を行く者の下に湧きあがらせている水底を
覗き込んだりする白鳥たちのように、
大地の上を歩んで、いたのだ、った.北風が、愛しあうものたちの敵が、
嘆きをあたりに運びながら吹きすさんできたとしても、
枝から葉が落ち、吹き降りの雨に打たれても、
心安らかに私たちは微笑み、親しく言葉を交わしながら、
私たちの神を感じていた.ーなる魂の歌の中に、
全き平和の中に、幼子のように楽しく私たちは二人だけで包まれていた.
けれども私には家は今は荒涼としたものになり、私は目を奪い取られ、
彼女とともに自分をも失ってしまった.
そうして私はあてどなくさまよい、まるで影のようにして
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生きなければならなくなり、かねてから他のことは無意味に思えてならなくなっている 9)
第3詩節で幸福の絶頂に高まった調子は、第 4詩節で暗転する。第3詩節は、苦しみさまよう詩人の現在
から見た、至福の日々の蘇りへの驚きを内容としているが、第 4詩節では詩人は視点、を過去の至福の日々の
内に移し、ディオーテイマとの蜜月をありありと想起しているために、その至福の喪失、喪失への暗い予感
の記憶までもが蘇り始め、荒涼たる家に一人取り残された悲しみに、詩人の心は再び閉ざされ始める。詩節
の書き出しの「けれども (Aber)Jが、視点が現在を見つめるものから過去へ向かうものに変わったことを
示しているのだが、暗い心情から幸福感の絶頂への転換と同様、明から暗への転換のさまも急激で、詩人の
心的状態の経緯よりも、コントラストの強さだけが目立っているかもしれない。
第 43詩行から第 47詩行までの直輸も、第 1詩行から第 14詩行までと同様の「大規模な直輸Jだが、「あ
たかも愛しあう白鳥たちのように(wiedie liebenden Schwane) J (v.43)というWle-節の比除イメージが明
示され、白鳥のイメージが wie-節の直後の 3詩行に渡って拡大され、湖の岸辺で憩うたり、真っ青な水の
中を覗き込んだりするさまが描写される。エンペドクレス悲劇から後期讃歌期の作品に目立つ「大規模な直
輸」は比輸のイメージの拡大によって生じ、そのイメージの拡大はWenn(v.44)やwo(v.45)に始まる副詞節
を挿入して比輸される対象、つまりここでは、詩人とズゼ、ッテが類まれな信頼関係を結んでいた、というこ
とへの言及を迂回するように先送りすることによってなされる 10)。この比輸の描法では、詩人とズゼッテを
なぞらえる白鳥のイメージが、二羽の白鳥が泳ぐ冷澄な湖の光景に展開され、その形象は第 47詩行以下の、
北風に葉を散らす枝、風に舞う雨などのイメージと並列される。形象を羅列する詩人の文体からこの比喰の
描法は生まれたように見えるが、単なるイメージの羅列ではなく、<wie'""so... >の関係に基づく直輸の枠
組みにイメージとトピックを入れ込むことによって、イメージとしての自然の風景と、地上をさすらうへル
ダーリンとズゼ、ッテとの聞に霊妙な関係があることが強調されることになる。ここでの直喰は、比除イメー
ジと比輸される対象とがあらかじめ持つ自明の関係に基づくのではなく、新たに関係を生み出すものとして
機能している。その関係とは、『ヒュペーリオン』以降のへルダーリンのモチーフである、自然と人間との
不可分の関係であろう。ヘルダーリンの他の「大規模な直輸jの多くにおいても、Wle-節の比喰イメージは自
然描写であり、そのイメージによって比輸される対象はヘルダーリンの考える詩人のありょう、あるいは詩
人の心のさまである。最初の自由韻律讃歌である、『あたかも祭りの日の…』日)でも、「神的な美の自然(die
gりttlichschりneNatur)J 12)との関係に基づく詩人のありょうを主題としつつ、冒頭に嵐の後の風景をイメー
ジとした「大規模な直輸jが掲げられている。自然と人間の精神とのつながりを唱えるモチーフと、「大規模
な直輸Jという表現手段とは不可分であり、この直除において、自然と人間は実際につないでみせられてい
るのである。
直輸が生み出す関係によって、大地の上を歩む詩人たちは湖上をすべる白鳥たちの属性を帯びることにな
る。「私たちJがともに過ごす時の満ち足りて安らぐさまは、湖のほとりで休む白鳥たちのイメージが暗示す
るものである。「私たち」は至福のさなかに、深淵を覗き込むような不安を同時に感じたのかもしれない。
読み手のそうした推理は、波聞に揺れながら、手の切れるほど青い湖水を覗き込む白鳥のさまを思い浮かべ
る時に働く 。また、「私たちJの関係が純粋なものだという印象は、湖水が映す雲の銀色に輝くさまや、エ
ーテルの青色がもたらすものだという可能性がある。比日食表現においては、形象のさまはこのように叙述の
対象に投影される。こうした投影を期待しない自然の描写、風景描写はありえないとも言えよう。しかし、
「大規模な直喰jにおける投影の関係は、比輸のイメージのさまが比輸される対象である詩人たちに投影され
る一方向の作用に限られ、第 1詩節で見たような自然な相互作用の関係ではない。この点でも「大規模な直
輸」が人間を自然に結び付けるための描写手段であるという印象を受ける。
「私たちJが感じている「私たちの神(deneigenen Gott)J仇 50)も、「一つの魂の歌(EinemSeelengesange) J 
(v. 51)も、詩人とディオーティマの二人だけの神であり、 二つの魂の統一で、あるように見えるのも、第 53
詩行以下の「彼ら(sie)J、すなわち、詩人の精神を理解しなし¥i他の人々」との対立関係があるからである。第
5詩節で再び、悲歌の調子は暗く沈み込み、「彼らJによって全てを奪われた詩人の苦しみを歌うことになる。
(第5詩節:V. 57-68) 
私は祝いたいのだ、だが何のために? 他の人々とともに歌いたいのだ、
けれども、かくも孤独な私には、神的なもののことごとくが欠如しているのだ.
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このことは、このことは私の欠陥なのだと、私も分かつている、ある呪いが
私の腿を萎えさせて歩けなくしている、歩き出せば投げ出される、
そうして私は感じる心をなくして、子供のように押し黙り、一日を座って過ごす、
ただ目から涙がいくたびか冷たくにじみ出るばかりである、
そして野の草木も、鳥たちの歌も私を悲しくさせる、
自然は歓喜とともにあるときに、天上の者の使者となるから、
けれども、私のおののく胸の中では、魂を恵む太陽も
冷たく、乏しげに、まるで夜の光のような淡い光を投げるばかりで、
ああ、天もまるで牢獄を囲む壁のように空しくうつろに
私の頭上に担い難い重荷となって覆い被さる!問
「他の人々(Andern)J 伐 57)と理解しあえない責任は自分にある、というのが 4行目までの内容、呆然と
座り込んで涙を流すだけの自分には、自然も天上の至福の使者としての力を失う、というのが 8行目までの
内容で、残りの 4行は、太陽もその力を失っているというイメージと、アトラスからの連想であろう、空を
背負う、という罪のイメージの提示である。
第 61詩行と第 67詩行の 2個所に、直前に副詞を伴う短い wie-比日食があるが、この喰法はヘルダーリン
がシラーに倣ったものと思われる 14)。有名な『歓喜によせて(Andie Freude)~ でも、このく届IJ詞 +wie-比
喰>の形が見られるが、シラーの wie-比輸は以下のように、 wie以下が喚起するさまざまなイメージを直前
の副詞が絞り込む構造になっている。
Froh， wie seine Sonnen fliegen， 
durch des Himmels prachtigen PI担 1，
Laufet Bruder eure Bahn， 
freudig wie ein Held zum Siegen.15) 
天空のきらびやかな平原を
太陽が飛ぶように楽しく
凡弟よ、自らの道を走れ
勝ち誇る英雄のように悦ばしく
「子供のように押し黙って(stummwie die Kinder)J (v. 61)、あるいは、 f牢獄の壁のように空しく、うつ
ろに(nichtigund leer， wie Gefangniβwande)J (v. 67)などのへルダーリンのwie-比日食と比べると、シラーの
比喰表現が喚起するイメージは鮮やかである。シラーの場合、 wie以下の比喰イメージがすでにそれだけで
鮮明なメタファーになっていて、形としては「太陽が飛ぶ」という表現が喚起するダイナミックな、動的な、
熱烈で明るい、などの無数の印象を直前の副詞 Frohが規定している。あるいは「英雄が勝利に向かうJとい
う表現であれば、勝ち誇る勇者のイメージはFreudigによって明確化されている。だが、副詞が規定する、
という説明だけでは、この比輸のイメージ喚起力の由来を説明したことにはならないだろう。FreudigやFroh
を取り除いて、単純なWle-比喰の詩句としてこの 4行を読んだときに受ける平板な印象から考えれば、と
れらの副詞はイメージを特定のイメージに制限しているというより、 wie・節のメタファーが喚起するイメー
ジを明るく高揚した方向に増幅する働きをしているように見える。また、逆に、 Frohが喚起する印象を、
wie以下の動的な太陽の映像が増幅しているともいえよ う。wieの前後のイメージが相互に影響を及ぼしあ
い、歓喜の感情に向かつて高揚しあう働きが、この wie-比輸のもたらすイメージを鮮明なものに感じさせて
いるのである。
一方、ヘルダーリンの副詞をともなう wie-比喰の場合、 wie以下がまず独立したメタファーではないため、
wie-節の比日食イメージそれ自体が鮮明な像を喚起することはない。「子供たち(die Kinder)J と「押し黙っ
ていtumm)Jの相互関係は、互いに増幅しあうというより も、両者を対で読んで初めてコンテクストにおけ
る意味が了解されるような相互補完的な関係である。同じ表現法において、シラーと比較したへルダーリン
の比愉表現の描写力の欠如は、こうした輪法、すなわち広い意味での表現技法が、ヘルダーリンの場合、対
象の描写のためではなく、理念の説明のために働く傾向にあったためと考えられる。すでに見たように、へ
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ルダーリンは「大規模な直輸」を、比輸される対象の描写のためではなく、自然と人間との聞に霊妙な関係
があることを主張するために用いている。また、「冗長さを避けて、簡素さ、重要なものの慎重な選択、明
白で単純な表現を心がけるべきだj 16)というシラーの忠告にへルダーリンが耳を傾けなかった、というより、
後期讃歌期の作品などではむしろこの忠告の逆の表現をあえて目指しているようにも見えることも、二人の
文体の異質さを考える上で示唆に富んでいる。へルダーリンによるシラーへの敬愛の情や、執筆のかたわら
で『ムーゼ、ンアルマナハ(Musenalmanach)j]などの 5つの雑誌の編集を遣り繰りするという多忙の中でも、
同郷の後輩への配慮をなおざりにしなかったシラーの生真面目さを見ると、すれ違ったままで、終わってしま
ったこの二人の師弟関係は不幸なものに映るが、ヘルダーリンがシラーを学んでその文体を模倣したとして
も、二人の詩人の精神はまったく別のものだったということである。
相互に影響を与えあって増幅しあうイメージを選ぶことよりも、沸きあがるイメージをそのままに羅列す
ることがへルダーリンの文体で、あったと思われる。表現者としての彼の精力は、対象をし1かに喚起させるか
ということではなく、「根源的な生」を呼び覚ますべく、それとつながりのある「印(Zeichen)jを探すこと
に注がれた向。へルダーリンにとって、詩人が表現すべきものは、言葉によって表現し得るものではなく、
言葉では表現し得ないもので、あったが、詩人が言葉を用いる以上これは矛盾している。矛盾を避けるために
は、言葉を「印」、すなわち、表現すべき至高の世界を予兆のように表す「印」と見る以外にない。羅列さ
れるさまざまな「印j は、詩人が表現し得ないものを表現する術を捜し求めた結果であり、それらの「印」
がそれぞれに予感させているものが、詩人が表現しようとした対象である。
(第6詩節:V. 69-82) 
かつては違った風に思えていた! おお、青春よ、し、く度祈ったとしても
あなたを取り戻すことはできないのか? どの道を行っても私を取り戻すことはできないのか?
わたしもまた、あの神々を信じない者たちと同じ運命なのか? 彼らもかつて
眼を輝かせて至福の食卓についていたのだが、
じきに満ち足りて、この無我夢中の客たちは
今は沈黙し、そよ風の歌のもと、
花咲く大地の下で、眠っている、いつの日にか彼らに、
奇跡の力が彼ら、没落したものたちに
よみがえるようにと、緑の大地を新たに歩むようにと強し1るまで、眠り込んでいる.
祝祭が生気に満ちて、愛の潮流が沸き立っとき、
聖なる息吹は、光る景色の中を神的に貫いて流れ、
大地が鳴り響き、夜がその宝を示すとき、
天空が潤す生きた河流はざわめいて流れ、
そしてあちこちの小川から、埋められていた黄金が光を放つ 18)
この詩節での、自らを「神々を信じない者たち(Gりtterlosen)j(v. 71)になぞらえる詩想も、直除的な発想、
に基づいている。この個所は、至福の食卓に招かれ、ヒュブリスから神々を信じなくなったタンタロスの神
話に基づいている 19)。へルダーリンは、自分もまた彼らの没落の運命と同じ定めを担っていると嘆いている
が、第 75詩行以下では、没落した者らの地上への復活、回帰(wiederkehren)のモチーフが現れ、至福の時
代の永遠の回帰を歌う悲歌の結末を先取りしている格好である。
第 78詩行以下は、主文・副文の別なく時制は現在に統一され、ギリシアの神々の時代に言及するのが詩節
のコンテクストで、あったのも手伝い、過去・現在・未来の区別を取り払った時のありょうが、滅びず、現在も
生き続けている過去、という悲歌の主題に照らして暗示される 20)0 I聖なる息吹但e込igerOthem) j (v. 78) 
に貫流されて自然は生動し始め、「埋められていたんつまり隠されていて消滅していたわけで、はなかった「黄
金Jが輝き、これらのさまは至福の日々の回帰を予感させる。
〈第7詩節:V. 83-94) 
けれども、決断を迫られていたあの頃の私が、
あなたの前に崩れ折れた時、慰めながらあなたが示してくれたものは美しさを増し、
偉大なものを見て、より楽しげに神々を歌うことを、
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言葉ではなく、神々と同じようにかつて私に無言の感動によって教えてくれたあなた、
神々の御子よ! あなたは私の前にかつてと同じように現れ、挨拶をしてくれるのか?
高められた事柄について、かつてと同じように、再び私に語り掛けてくれるのか?
見よ! あなたを前にして私は泣かずにはいられない、嘆かずにはいられない
より高貴な時代を，思って、魂はそのことを恥じらうのだとしても。
なぜならば、こんなにも長い間、地上の寂しい道を歩いて、
あなたがいることに慣れた私は、迷いながらあなたのことを探していたのだから、
悦ばしい守護の霊よ! けれども探しても無駄で、あった、年月は流れ去った、
私たちが予感しながら、二人を包む夕暮れが輝くのを見た時から 21)
(第8詩節:V. 95-108) 
あなただけを、おお、英雄のような、あなただけをあなたの光は光の中に保ち、
あなたの忍耐は、おお、優しい人よ、あなたを愛に満ちたままにする、
あなたは決して孤独になることはなく、その年のバラのもとで
あなたが花咲き憩う時に、たくさんの友らが集う、
そして父が、父自らが、柔らかに息づくムーサイを介して
優しい子守り歌をあなたに送る.
そうなのだ! いまだにあの人は変わらない、いまだ、に私の目にはありありと
かつてと同じように、静かに歩む、アテナイ人のようなあの人の面影が浮かぶ.
親しげな霊よ! 晴れやかな思いを抱く額から
祝福しながら、確実にあなたの光が死すべき者たちのもとに落ちるように、
あなたは私に証言する、私に言う、そのことを他の人々にも伝えるようにと、
なぜならば、他の人々もそのことを信じてはいないのだ、
喜びが、悩みや語いに比べて不滅で、あり
日々の終わりは金色の昼であることを 22)
第 7詩節以降は、 du、すなわちディオーテイマへの呼びかけが連続し、かつてと同じ姿で眼前に現れた
ディオーティマを讃える詩行が続く。第 7詩節前半では、「より美しいもの(einSch加 eres)J(v. 84)、「より
楽しげに(froher)J(v. 85)、「より高めらた事柄。りhereDinge)J ('双 88)などの比較級が連呼されるのも目立
つO 更生ってくる過去を驚きをもって迎える、という内容の点では、第 7・8詩節は第 3詩節に呼応している。
「至福の眼(seeligenAugen) J (v. 39)に映る「愛の光(Lichtder Liebe)J (v. 29)に照らされた風景が、まった
く違ったものに変わるように、愛するものの力によってあらゆるものが変化し、以前よりも高められて見え
る不思議が、ここでも比較級によってはっきりと強調されてる。第 3詩節との違いは、詩人の眼前に現前す
るのが、はっきりとディオーティマその人で、あり、「アテナイの女性(dieAthenerin)J (v. 102)を思わせる姿
がありありと映ることである。これも短い wie-比日食と言える wiesonstまたはwieeinstを連呼して、その
姿が「かつてと同じJであることに詩人は驚くが、との連呼は眼前に浮かぶ過去のリアルさを訴えることで
もある。詩人が意図しているとと、つまり「他の人々(Andere)J('双 106)に伝えようとしていることは、現
在においても過去がそのままで生きているということである。
第 3詩節で既に先取りされていたこのモチーフを、第 7・8の 2詩節に渡って十分に展開してから、最終
詩節において悲歌はクライマックスをむかえることになるが、第 8詩節の後半の、第 105詩行以降では、
へルダーリンがさまざまな作品で繰り返し取り上げた「詩人の使命Jをめぐるモチーフが現れる。第 106詩
行の「他の人々Jとは、この悲歌の背景を考えれば、へルダーリンとズゼッテを理解しなかったフランクフ
ルトの俗物らを念頭に置いた表現であろう。そうした人々が見落としている真理を伝えるのが自らの使命で
ある、という、「他の人々」から見れば嫌みにも聞こえる言明には、フランクフルトの実務家たちによって
傷つけられた自尊心をとりもどしたいという焦燥感が感じられなくもない。だが、たとえこれが負わされた
傷への反動で、あったとしても、この思いは、自分は詩人であらねばならない、という彼の信念を強く支える
に至り、狂気で筆を折るまでの詩人としての猛烈に多産な時期をもたらすことになる。
「詩人の使命」のモチーフから、へルダーリンは詩人の神であるアポロンを連想して第9詩節に至る。
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(第9詩節:V. 109-130) 
だから私は、天の者らよ、感謝するつもりだ、ついに
歌人の祈りは再び軽やかな胸から息づく.
そして私があの人と、陽の当たる丘にあの人といた時のように、
ある神が神殿の中から、私を活気づける言葉をかけてくる.
だから私は生きるつもりだ! 緑がすでに色づいている! まるで聖なる竪琴のように
アポロンの銀の山々から叫び出す!
来るがよし'¥， 夢で、あったのだ! 血の流れる翼は
もう癒されていて、あらゆる希望が若返り生きている.
偉大なものを見出す機会は、まだ多く残されている、このように
愛した者は神々への道を歩む、歩まざるを得ないのだ.
そしてあなたがたが私たちを導いてくれるのだ、聖別の時よ、切実な、
若い時よ! おお、留まってくれ、聖なる予感よ!
敬度な願いよ! 感激よ!
愛しあう者たちのもとにいるのを好む、全てのよき守護神たちよ!
しばらくは私たちのもとに留まってくれ、やがて私たちが同じ土の上、
彼方の、あらゆる至福の者たちが舞い降りて戻ろうとしているところ、
彼方の、鷲と星辰と父の使者たちのいるところ、
彼方の、ムーサイがいて、英雄や愛する者たちが生まれるところ、
その彼方の士の上で、あるいはこの雪の解ける島で出会う時までは、
そこで初めて私たちに近しい人たちが咲き誇る花のように庭に集い、
そこで歌は真実となり、春はいつまでも美しさを保ち、
そして新しく私たちの魂の一年が始まる 23)
「アポロンの銀の山々(silbernenBergen Apollons)J (v. 114)は、アポロンやムーサイが住んでいたとされ
るパルナッソス山を指す。神殿から語り掛けてくる「ある神(einGott)J (v. 112)とは、言うまでもなく彼の
持物とも言える「竪琴(Leier)J(v. 113)をささげもつアポロンである。「天の者らJを筆頭に、「聖別の時J、
「神聖な予感」、「敬度な願い」、「感激」、「よき守護神たち」への呼びかけが連続する。「聖なる竪琴のよう
に」や「夢のように」などのWle-比喰が散見するが、比日食の調子よりも名の連呼の語調が圧倒的に悲歌の調
子を高める。この語調を受けて、詩人とディオーティマが再会する「彼方ののort)J場所のイメージが立て
続けに並べられるが、そのイメージには自然の景物は目立たない。つまり彼方の、再会の場所は風景として
は描写されず、「鷲」や「ムーサイ」、「英雄たち」の登場する神話の世界のように描かれる。再会の場所と
いう未来の場所を神話の世界として描く意図には、過去と現在だけでなく未来をも無区別の相に置いてみせ
るととにあろう。つまり、この Dortの連呼の部分で詩人が試みているのは、現在でも生きている過去とい
う第 3詩節で示した着想を受けての、時間の流れの全くない永遠の世界を場所として形象化することであろ
つ。
こと (hier)でありながらことでない(Dort)、この世ならぬ場所において初めて「私たちに近しい人たち」
が集う、という表現は悲しい。との悲歌は、へルダーリンとズゼ、ッテ・ゴンタルトとのかなわぬ恋、周囲の
無理解と二人のすさまじい孤独という、詩人を苦しめた体験をはっきりと念頭に置くととなしには読めない
作品である。悲歌の結末部分で形象化される永遠の世界も、現在の中に織り込まれた過去をありありと見る
に至ったへルダーリンの体験に根差すものと読むべきであろう。仮に、二人が「同じ土を踏むj ことは二度
となかったことや、二人の別れの後ほどなくしてズゼッテが病死したこと、またへルダーリンがズゼ、ッテの
死後ほどなくして至った「彼方の地」が狂気の世界で、あったことなどが伝記的な事実で、あったとしても、詩
人の意図が、現実でありながら現実を超越する永遠の現在を見た体験の伝達にある限り、そうした悲しむべ
き事実も悲歌の結末の昂揚に水をさすことにはならないであろう。
けれども、そうした超越の瞬間はそもそも言語では表し難く、言葉というはなはだ不完全ないれものに入
れる以上、せいぜいが「現実であると同時に現実でなしリなどという矛盾した文を生むくらいである。詩人
がこの表現の矛盾を打ち破ろうとする時、修辞の力を利用することになろう。シラーの忠告を無視して、そ
もそも言語では表し得ない体験を言語を用いて形にすることに執着し、腐心したヘルダーリンがとったさま
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ざまな手段が、彼の文体を特徴づけたと考えられる。異質な要素を強引に結び付けてみせる言い回しや、羅
列・連呼の語調とともに、本稿で調べたさまざまなWle-比除、比日食イメージと比輸の対象の相互作用に基づ
く直喰や、理念を形象化する手段としての「大規模なWle-比喰Jなども、言葉という制約を乗り越えるため
の方法で、あったと言えよう。
ANMERKUNGEN 
1) Fr. Holderlin Samtliche Werke. Hg. von Fr. Beissner. Stuttgard 1943・1977，Bd. 2(StAll)， S.75: 
Taglich geh' ich heraus， und such' ein Anderes immer， 
Habel加 gstsie befragt alle die pfade des Landes; 
Droben die kuhlenden Hりhn，die Schatten alle besuch' ich， 
Und die Que11en; hinaufirret der Geist und hinab， 
Ruh' erbittend; so flieht das getro:fene Wild in die Walder， 
Wo es um Mittag sonst sicher im Dunkel geruht; 
Aber nimmer erquikt sein grunes Lager das Herz ihm， 
Jammernd und schlummerlos treibt es der Stachel umher. 
Nicht die Warme des Lichts， und nicht die Kuhle der Nacht h五ft，
Und in Woogen des Stroms taucht es die Wunden umsonst. 
Und wie ihm vergebens die Erd' ihr frohliches Heilkraut 
Reicht， und das gahrende Blut keiner der Zephyre st出t，
So， ihr Lieben! auch m註"so will es scheinen，国1dniemand
Kann von der Stirne mir nehmen den traurigenτraum? 
2) Vgl. HりlderlinGedichte. Hg. von J. Schmidt. Frankfurt a. M. 1984， S.343. 
3) V gl.Wolf， Gerhard: Der紅 meHolderlin. Darmstadt und Neuwied (Sammlung Luchterhand) 1982， 
S. 35:f. 
4) StA vn， S.58:f. 
5) W. Hofは、第 1詩行から第20詩行までを「大規模な直喰(Groβvergleich)Jの例として挙げている。Vgl.
Holderlins Stil. Meisenheim am Glan 1954， S.405f. 
6) StAII， S.75壬
Ja! es frommet auch nicht， ihr Todesgりtter!wenn einmal 
Ihr ihn haltet， und fest habt den bezwungenen Mann， 
Wenn ihr Bosen hinab in die schaurige Nacht ihn genommen， 
Dann zu suchen， zu flehn， oder zu zurnen mit euch， 
Oder geduldig auch wohl im furchtsamen Banne zu wohnen， 
Und mit Lacheln von euch horen das nuchterne Lied. 
Sol1 es se戸1，SO vergis dein Heil， und schlummere klanglos! 
Aber doch quillt ein Laut ho:fend im Busen也rauf， 
Immer kannst du noch nicht， 0meine Seele! noch kannst du's 
Nicht gewohnen， und traumst mitten im eisernen Schlaf! 
Festzeit hab' ich nicht， doch mocht' ich die Locke bekranzen; 
Bin ich心leindenn nicht? aber ein Freundliches mus 
Fernher nahe mir seyn， und lacheln muβich und staunen， 
Wie so seelig doch auch mitten im Leide mir ist. 
7)習作期の詩で、「鉄の死の眠り(eisernenTodesschlaf) Jとある。Vgl.StAII， S.559. 
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8) StAII， S.76: 
Licht der Liebe! scheinest du denn auch Todten， du goldnes! 
Bilder aus hellerer Zeit leuchtet ihr mir in die Nacht? 
Liebliche Garten seid， ihr aben，drothlichen Berge， 
Seid willkommen und ihr， schweigende pfade des Hains， 
Zeugen himmlischen Gluks， und ihr， hochschauende Sterne， 
Die mir damals so oft seegnende Blike gegりnnt!
Euch， ihr Liebenden auch， ihr schりnenKinder des Maitags， 
Stille Rosen und euch， Lilien， nenn' ich noch oft! 
Wohl gehn Fruhlinge fort， ein Jahr verdranget das andre， 
Wechselnd und streitend， sotost droben voruber die Zeit 
Uber sterblichem Haupt， doch nicht vor seeligen Augen， 
Und den Liebenden ist anderes Leben geschenkt. 
Denn sie alle die Tag' und J ahre der Sterne， sie waren 
Diotima! um uns innig und ewig vereint; 
9) StAII， S.76: 
Aber wir， zu企iedengesellt， wie die liebenden Schw伽le，
Wenn sie ruhen am See， oder， aufWellen gewiegt， 
Niedersehn in die Wasser， wo silberne Wolken sich spiegeln， 
Und atherisches Blau unter den Schiffenden wallt， 
So aufErden wandelten wir. Und drohte der Nord auch， 
Er， der Liebenden Feind， klagenbereitend， und fiel 
Von den Asten das Laub， und flog im Winde der Reegen， 
Ruhig lachelten wir， fuhlten den eigenen Gott 
Unter trautem Gesprach; in Einem Seelengesange， 
Ganz in Frieden mit uns kindlich und freudig allein. 
Aber das Haus istりdemir nun， und sie haben mein Auge 
五位rgenommen， auch mich hab' ich verloren mit ihr. 
Darum ir' ich umher， und wohl， wie die Schatten， so muβich 
Leben， und sinnlos dunkt lange das Ubrige m立
1 0) Vgl. W. Hof， a.a. 0.， S.405. 
1 1) StAI， S.118ff. 
1 2) StAII， S.118， V 13 
1 3) StAI， S.77: 
Feiern mocht' ich; aber wofur? und singen mit Andern， 
Aber so einsam fehlt jegliches Gottliche mir. 
Diβist's， dis mein Gebrechen， ich weis， es lahmet ein Fluch mir 
Darum die Sehnen， und wirft， wo ich beginne， mich hin， 
Daβich fuhllos size den Tag， und stumm wie die Kinder， 
Nur vom Auge mir kaltりftersdie Thr沿lenoch schleicht， 
Und die Pflanze des Felds， und der VりgelSingen mich trub macht， 
Weil mit Freuden auch sie Boten des 1五mmlischensind， 
Aber mir in schaudernder Brust die beseelende Sonne， 
Kuhl und fruchtlos mir dammert， wie Stralen der N acht， 
Ach! und nichtig und leer， wie Gefangniswande， der Himmel 
Eine beugende Last uber dem Haupte m廿hangt!
1 4) Vgl. W. Hof， a.a. 0.， S.394ff. 
1 5) Schillers Werke. Frank負担talM(Insel Verlag) 1966， Bd. 3， S.54 
1 6) StA Vl， S. 46f. 
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1 7) Vgl. StAN， S.264， Z.13丘:… einbestimmender Act der schりpferischenRefle氾ondes Kunstlers， 
welcher darinn bestand， das er aus seiner Welt， aus der Summe seines ausern und innern 
Lebens，…， daβer aus dieser Welt den Stoff nahm， um die Tone seines Geistes zu bezeichnen， aus 
seiner Stimmung das zum Grunde liegende Leben durch diβverwandte Zeichen hervorzurufen， .…言
語表現に関するヘルダーリン自身の考えを推し量るには、とこで引用した『叙述と言語のための覚え書
き(Winkfur die Darstellung und Sprache)~ (StAN， S.260宜'.)としづ詩論断片が重要である。
1 8) StAll， S.77: 
Sonst mir anders bekannt! 0 Jugend， und bringen Gebete 
Dich nicht wieder， dich nie? fuhret kein pfad mich zuruk? 
Soll es werden auch mir， wie den Gりtterlosen，die vormals 
Glanzenden Auges doch auch sasen an seeligem恒sch'，
Aber ubersattiget bald， die schwarmenden Gaste， 
Nun verstummet， und nun， unter der Lufte Gesang， 
Unter bluhender Erd' entschlafen sind， bis dereinst sie 
Eines Wunders Gewalt sie， die Versunkenen， zwingt， 
Wiederzukehren， und neu auf grunendem Boden zu wandeln.---
Heiliger Othem durchstrりmtgりttlichdie lichte Gestalt， 
Wenn das Fest sich beseelt， und Fluthen der Liebe sich regen， 
Und vom Himmel getrankt， rauscht der lebendige Strom， 
Wenn es drunten ertりnt，und ihre Schaze die Nacht zollt， 
Und aus Bachen herauf glanzt das begrabene Gold. 
1 9) Vgl. Friedrich Holderlin Samtliche Werke und Briefe. Hg. von G. Mieth. Munchen 1970， S.1010. 
2 0) Vgl. J. Schmidt， a.a. 0， S.344. 
2 1) StA I ， S.77f: 
Aber 0 du， die schon am Scheidewege mir damals， 
Da ich versank vor dir， trりstendein Schoneres wies， 
Du， die Groses zu sehn， und froher die Gりtterzu singen， 
Schweigend， wie sie， mich einst st五1ebegeisternd gelehrt; 
Gりtterkind!erscheinest du mir， und grusest， wie einst， mich， 
Redest wieder， wie einst， hりhereDinge mir zu? 
Siehe! weinen vor dir， und klagen muβich， wenn schon noch， 
Denkend edlerer Zeit， dessen die Seele sich schamt. 
Denn so lange， so lang auf matten pfaden der Erde 
Hab' ich， deiner gewohnt， dich in der Irre gesucht， 
Freudiger Schuzgeist! aber umsonst， und Jahre zerrannen， 
Seit wir ahnend um uns gl勉lzendie Abende sahn. 
2 2) StA I ， S.78 : 
Dich nur， dich erhalt dein Lichte， 0Heldinn! im Lichte， 
Und dein Dulden erhalt liebend， 0Gutige， dich; 
Und nicht einmal bist du allein; Gespielen genug sind， 
Wo du bluhest und ruhst unter den Rosen des Jahrs; 
Und der Vater. er selbst. durch sanftumathmende Musen 
Sendet die zartlichen Wiegengesange dir zu. 
Ja! noch ist sie es ganz! noch schwebt vom Haupte zur Sohle， 
Stillherwandelnd， wie sonst， mir die Athenerinn vor. 
U nd wie. freundlicher Geist! von heitersinnender Stirne 
Seegnend und sicher dein Stral unter die Sterblichen f:泊1t;
So bezeugest du mir's， und sagt mir's， das ich es andern 
Wiedersage， denn auch Andere glauben es nicht， 
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Daβunsterblicher doch， denn Sorg' und Zurnen， die Freude 
Und ein goldener Tag taglich am Ende noch ist. 
2 3) StAII， S.78f: 
So will ich， ihr Himmlischen! denn auch danken， und endlich 
Athmet aus leichter Brust wieder des Sangers Gebet. 
Und wie， wenn ich mit ihr， auf sonniger Hりhemit ihr st担ld，
Spricht belebend ein Gott innen vom Tempel mich an. 
Leben w吐1ich denn auch! schon grunt's! wie von heiliger Leier 
Ruft es von silbernen Bergen Apollons voran! 
Komm! es war wie ein Traum! Die blutenden Fittige sind ja 
Schon genesen， verjungt leben die Ho宜nungenal. 
Groses zu fi.nden， ist viel， ist viel noch ubrig， und wer so 
Liebte， gehet， er mus， gehet zu Gりtterndie Bahn. 
Und geleitet ihr uns， ihr Weihestunden! ihr ernsten， 
Jugendlichen! 0 bleibt， heilige Ahnungen， ihr 
Fromme Bitten! und ihr Begeisterungen und al ihr 
Guten Genien， die gerne bei Liebenden s訂ld;
Bleibt so lange mit uns， bis wir auf gemeisamen Boden 
Dort， wo die Seeligen al niederzukehren bereit， 
Dort， wo die Adler sind， die Gestirne， die Boten des Vaters， 
Dort， wo die Musen， woher Helden und Liebende sind， 
Dort uns， oder auch hier， auf thauender Insel begegnen， 
Wo die Unsrigen erst， bluhend in Garten gesellt， 
Wo die Gesange wahr， und langer die Fruhlinge schon sind， 
Und von neuem ein Jahr unserer Seele beginnt. 
??，?? ?，?? ? ? ?
